
○ 令和５年度の医学部地域枠については、今年度の第１回地域医療対策協議会での協議を経て、現在、山形大学医学部にて
８名を募集定員とする「地域枠」選抜入試が実施されている。
○ 「地域枠」の設定にあたっては、地域枠学生の地域定着策等に関する取組みについて、地域医療対策協議会での協議事項
とされていることから、令和５年度の関連する県の取組みについてお示しさせていただくもの。
※各取組みについては、県議会での令和５年度予算成立が前提となります。

○ 県としては、医師確保計画に基づく下記事業に取り組むことで、地域枠学生の県内定着に繋げていく。

２ 令和５年度医学部地域枠の設定に関する取組み（案）について 資料２－１

地域医療従事医師確保修学資金 特定診療科医師確保修学資金

対象者 県内出身者・県外出身者

貸与額 年額200万円

免除要件
貸与期間の２分の３以上公立病院勤務（最低７年
間）※うち、４年以上は医師少数区域等にある公立
病院等勤務

貸与期間の２分の３以上公立病院勤務（最低７年間）※うち、
４年以上は医師少数区域等にある公的な医療機関の特定診療
科勤務

新規募集数 ３2名（地域枠学生を含む）

関連事業

（１）制度説明会 （５月）【対象：１年生】
（２）地域医療実習 （８月）【対象：１～６年生】

夏季休暇等を利用した県内の公立病院等での実習を各地域で開催。
（３）地域医療研修会 （３月）【対象：令和６年４月に入学する者】

地域の小規模病院、診療所での従事について理解促進を目的とした研修会（集合研修）の開催。

１ 山形県医師修学資金貸与事業及び関連事業（県単独事業）

２ 地域連携医学教育プログラム推進事業（山形大学医学部への支援事業）

内容

事業の目的・内容
山形大学医学部と山形県内の地域中核病院が連携し、地域枠学生を含めた医学部生５～６年生を
対象としたクリニカルクラークシップ（診療参加型の臨床実習）を地域の中核病院で実施。

参加病院

14病院
【村山】山形市立済生館、県立中央、寒河江市立、篠田総合、山形済生、県立河北、東北中央
【最上】県立新庄 【置賜】公立置賜総合、米沢市立、三友堂
【庄内】日本海総合、鶴岡市立荘内、庄内余目



２ 令和５年度医学部地域枠の設定に関する取組み（案）について 資料２－２

３ 地域医療を担う医師等のキャリア形成推進講座（山形大学医学部寄附講座）

事業項目 取組内容 期待される効果

山形大学医学部生を中心とし
た医学生の県内定着に向けた
研究

厚生労働省通知「キャリア形成プログラム運用指針」
の改正により、新たに「キャリア形成卒前支援プラン
（R5より適用）※」を県が策定するにあたり、山形大学
医学部に寄附講座を設置し、地域枠学生も含めた医学部
生を対象とした、地域医療従事に対する意識の涵養を図
る教育プログラムの研究・開発を行う。

本県地域医療に関する教育プログラ
ムの研究・開発・実践により、更なる
山形大学医学部生の県内定着と県内の
地域医療に従事する医師の増加が期待
される。
➠ R5も継続して研究を実施。

【参考】厚生労働省資料

※ キャリア形成卒前支援プランは、地対協において協議の調った事項に基づき策定 ➠ 協議事項４


